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学
校
を
統
合
し
、
島
外
か
ら
児
童
・
生

徒
を
受
け
入
れ
、
２
０
１
６
（
平
成

28
）
年
に
小
中
一
貫
教
育
校
「
屋
我
地

ひ
る
ぎ
学
園
」
と
し
て
開
校
し
、
現
在

は
小
学
生
109
名
、
中
学
生
49
名
の
158
名

の
在
籍
人
数
で
、
今
年
で
４
年
目
を
迎

え
る
。１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９授

業
内
容

学
校
の
概
要

今
ま
で
の
授
業
形
態

指
導
の
難
し
さ

ま
と
め

10 11 12指
導
者
の
資
質
・

向
上
の
取
り
組
み

実
技
指
導
協
力
者

派
遣
事
業
の
活
用

空
手
道
指
導
書
の

手
引
き
紹
介

今
後
の
授
業
に

つ
い
て

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　

在
籍
人
数
が
少
な
い
た
め
、
空
手
道

授
業
に
お
い
て
は
全
校
生
徒
が
男
女
分

け
隔
て
な
く
一
緒
に
授
業
に
取
り
組
ん

■
シ
リ
ー
ズ
■

中
学
校
武
道

授
業
の
充
実
に
向
け
て
●135

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９授
業
内
容

学
校
の
概
要

今
ま
で
の
授
業
形
態

指
導
の
難
し
さ

ま
と
め

10 11 12指
導
者
の
資
質
・

向
上
の
取
り
組
み

実
技
指
導
協
力
者

派
遣
事
業
の
活
用

空
手
道
指
導
書
の

手
引
き
紹
介

今
後
の
授
業
に

つ
い
て

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　

本
校
は
、
沖
縄
本
島
北
部
の
屋
我
地

島
に
位
置
し
、
周
り
を
海
に
囲
ま
れ
た

風ふ
う

光こ
う

明め
い

媚び

な
場
所
に
あ
る
。
学
校
の
生

い
立
ち
は
、
屋
我
地
小
学
校
が
１
８
８

７
（
明
治
20
）
年
に
、
屋
我
地
中
学
校

が
１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
に
創
立
さ

れ
、
小
学
校
が
開
校
130
年
、
中
学
校
が

70
年
と
い
う
歴
史
深
い
学
校
で
あ
る
。

し
か
し
、
近
年
、
児
童
・
生
徒
の
減
少

に
伴
い
、
隣
接
し
て
い
た
小
学
校
と
中

教
頭　

松
田　

健

　

１
９
６
０
年
代
、
屋や

我が

地じ

小
学
校
（
現
屋
我
地
ひ
る
ぎ
学
園
）
に
仲な

か

井い

間ま

憲け
ん

孝こ
う

氏
（
沖
縄
劉

り
ゅ
う

衛え
い

流り
ゅ
う４
代
目
宗
家
）
が
校
長
と
し
て
赴
任
し
、
小
学

校
近
く
の
校
長
住
宅
で
、
放
課
後
、
小
学
校
６
年
生
を
対
象
に
空
手
の
指

導
を
し
て
い
た
経
緯
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
「
屋
我
地
島
」

は
、
昔
か
ら
空
手
と
密
接
な
関
係
性
を
も
っ
て
い
る
。

　

武
道
を
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
保
健
体
育
科
教
諭
が
、
ど
の
よ
う
に
武

道
の
授
業
を
実
践
し
、
つ
ま
ず
き
を
克
服
し
て
き
た
か
。
当
校
の
取
組
を

参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
つ
ま
ず
き
を
ど
う
克
服
し
た
か
㉘

　「
専
門
的
な
実
技
指
導
者
と
の
連
携
に
よ
る
空
手
道
授
業
」

名�

護
市
立
小
中
一
貫
教
育
校

屋
我
地
ひ
る
ぎ
学
園
・
屋
我
地
中
学
校　

で
い
る
。
昔
か
ら
空
手
が
身
近
に
あ
る

こ
と
で
授
業
前
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
、

他
の
学
校
と
比
べ
「
厳
し
い
」「
怖
い
」

「
痛
い
」
と
い
う
負
の
イ
メ
ー
ジ
が
な

く
、
授
業
を
行
っ
て
い
る
の
が
本
校
の

特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
空
手
の
歴
史
や
礼
法
、
形

の
動
き
方
や
、
基
本
動
作
に
関
し
て

は
、
わ
か
ら
な
い
生
徒
が
多
い
現
状
が

あ
っ
た
。

　

２
０
１
４（
平
成
26
）年
度
ま
で
は
、

授
業
時
数
が
８
時
間
程
度
と
短
く
、
保

健
体
育
科
教
諭
が
１
人
で
授
業
を
行

い
、
基
本
動
作
や
形
を
中
心
に
授
業
を

展
開
し
、
単
元
の
最
後
に
団
体
形
を
生

徒
同
士
で
見
せ
合
い
、
お
互
い
が
評
価

を
す
る
授
業
形
態
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
道
場
に
通
っ
て
い
る
生
徒
が

リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
基
本
動
作
の
技
術

的
な
動
き
や
形
の
挙
動
や
運う
ん

足そ
く

を
教

え
、
そ
れ
を
教
師
と
一
緒
に
取
り
組
む

授
業
が
主
だ
っ
た
。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９授
業
内
容

学
校
の
概
要

今
ま
で
の
授
業
形
態

指
導
の
難
し
さ

ま
と
め

10 11 12指
導
者
の
資
質
・

向
上
の
取
り
組
み

実
技
指
導
協
力
者

派
遣
事
業
の
活
用

空
手
道
指
導
書
の

手
引
き
紹
介

今
後
の
授
業
に

つ
い
て

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　

２
０
１
２（
平
成
24
）年
度
か
ら「
中

（普及形Ⅰ）

資料１

※�普及形Ⅰ：初心者向けの平易な形の創作を目的として、
1941 年（昭和 16年）に沖縄県知事によって空手道専門
委員会が組織され、長嶺将真氏が創作した形

（普及形Ⅱ）

※�普及形Ⅱ：初心者向けの平易な形の創作を目的として、
1941 年（昭和 16年）に沖縄県知事によって空手道専門
委員会が組織され、宮城長順氏が創作した形
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２
人
１
組
に
な
り
、
新
聞
紙
を
広
げ
て

突
か
せ
た
り
、
足
ジ
ャ
ン
ケ
ン
や
タ
ッ

チ
組
手
、
段
ボ
ー
ル
を
活
用
し
て
の
ミ

ッ
ト
作
成（
資
料
３
）等
を
取
り
入
れ
、

生
徒
に
興
味
、
関
心
を
持
つ
よ
う
な
教

材
の
工
夫
を
行
っ
て
い
る
。

　

１
月
の
講
習
会
で
は
、
７
月
に
受
講

し
た
教
職
員
に
希
望
を
募
り
、
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
た
め
に
段
位
取
得

の
試
験
を
実
施
し
、
資
質
・
向
上
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９授
業
内
容

学
校
の
概
要

今
ま
で
の
授
業
形
態

指
導
の
難
し
さ

ま
と
め

10 11 12指
導
者
の
資
質
・

向
上
の
取
り
組
み

実
技
指
導
協
力
者

派
遣
事
業
の
活
用

空
手
道
指
導
書
の

手
引
き
紹
介

今
後
の
授
業
に

つ
い
て

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　

授
業
内
容
は
、
毎
年
13
時
間
程
度
の

授
業
計
画
（
資
料
４
）
を
も
と
に
実
施

し
て
い
る
。
空
手
道
の
歴
史
、
礼
法
の

単
元
で
は
空
手
道
の
特
性
や
「
礼
節
」

を
重
ん
じ
相
手
を
尊
重
す
る
武
道
で
あ

る
こ
と
を
理
解
さ
せ
、
さ
ら
に
伝
統
文

化
を
継
続
・
発
展
し
、
技
を
習
得
さ
せ

る
こ
と
を
「
ね
ら
い
」
と
し
て
授
業
を

行
っ
て
い
る
。

　

基
本
動
作
は
、
空
手
の
授
業
を
行
う

上
で
最
も
大
切
で
あ
る
こ
と
を
生
徒
に

理
解
さ
せ
、
手
や
足
の
正
し
い
位
置
を

確
認
し
な
が
ら
、
立
ち
方
の
種
類
と
基

本
動
作
の
意
味
、
体
の
使
い
方
、
左
右

の
バ
ラ
ン
ス
の
大
切
さ
を
教
え
て
い

る
。

　

突
き
・
蹴
り
の
単
元
で
は
、
正
し
い

姿
勢
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
で
「
力
」
を

入
れ
る
部
分
を
確
か
め
、
正
確
に
行
わ

普及形１の見本の演武

移動基本

学
校
武
道
必
修
化
」
が
始
ま
り
今
年
度

で
８
年
目
を
迎
え
る
が
、
沖
縄
県
に
お

い
て
も
「
空
手
道
」
授
業
の
取
り
組
み

に
お
い
て
は
、
な
か
な
か
前
に
進
め
て

い
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

そ
の
背
景
に
は
、「
武
道
」
特
有
の

突
き
や
受
け
、
基
本
動
作
の
移
動
、
運

足
等
日
常
生
活
に
な
い
動
き
が
あ
り
、

保
健
体
育
教
諭
に
は
難
し
く
苦
手
意
識

を
持
つ
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
長
年
沖
縄
県
で
は
運
動
会
や

体
育
祭
に
向
け
て
の
指
導
（
形
の
挙
動

を
覚
え
る
）
に
重
点
を
置
い
て
い
た
た

め
、
技
術
的
指
導
や
教
材
研
究
、
競
技

方
法
、
評
価
等
を
ど
の
よ
う
に
扱
え
ば

よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
状
況
に
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
研
修
会
や
専
門
的
な

指
導
を
望
む
声
が
職
員
か
ら
多
く
聞
か

れ
た
。１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９授
業
内
容

学
校
の
概
要

今
ま
で
の
授
業
形
態

指
導
の
難
し
さ

ま
と
め

10 11 12指
導
者
の
資
質
・

向
上
の
取
り
組
み

実
技
指
導
協
力
者

派
遣
事
業
の
活
用

空
手
道
指
導
書
の

手
引
き
紹
介

今
後
の
授
業
に

つ
い
て

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　

沖
縄
県
で
は
、「
学
校
体
育
実
技
武

道
指
導
者
養
成
講
習
会
」
を
毎
年
行
っ

て
お
り
、
教
職
員
の
資
質
・
向
上
を
図

る
目
的
で
７
月
と
１
月
に
講
習
会
を
開

催
し
て
い
る
。

　

７
月
の
講
習
会
で
は
空
手
の
歴
史
や

授
業
で
の
基
本
動
作
、「
普
及
形
Ⅰ
・

Ⅱ
（
資
料
１
）
の
実
技
・
指
導
方
法
、

教
材
の
作
成
と
工
夫
、
形
の
運
足
（
資

料
２
）、
団
体
競
技
に
お
け
る
競
技
の

仕
方
、
評
価
方
法
な
ど
授
業
に
直
結
し

た
講
習
会
を
行
い
、
最
終
日
に
は
質
疑

の
時
間
を
設
け
て
、
教
職
員
の
疑
問
に

答
え
、
講
習
会
後
も
安
心
し
て
授
業
に

臨
め
る
よ
う
な
工
夫
を
行
っ
て
い
る
。

　

教
材
の
作
成
、
工
夫
に
お
い
て
は
、

（普及形の運足）

資料２

※沖縄県　「学校体育における空手道指導書」より

　

資料３

段ボールを活用したミットの作り方

⬇︎

⬇︎

⬇︎

⬇︎

⬇︎

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

オリエンテーション

普及形１の練習
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１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９授
業
内
容

学
校
の
概
要

今
ま
で
の
授
業
形
態

指
導
の
難
し
さ

ま
と
め

10 11 12指
導
者
の
資
質
・

向
上
の
取
り
組
み

実
技
指
導
協
力
者

派
遣
事
業
の
活
用

空
手
道
指
導
書
の

手
引
き
紹
介

今
後
の
授
業
に

つ
い
て

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

「
武
道
」
に
つ
い
て
、
限
ら
れ
た
授
業

時
間
の
中
で
、「
何
を
生
徒
に
学
ば
せ

る
の
か
」
を
模
索
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ

り
、
評
価
観
点
の
一
つ
で
あ
る
「
主
体

的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
育
成

と
、
武
道
特
有
の
「
礼
節
に
よ
る
人
格

形
成
」
に
向
け
て
、
今
後
さ
ら
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９授
業
内
容

学
校
の
概
要

今
ま
で
の
授
業
形
態

指
導
の
難
し
さ

ま
と
め

10 11 12指
導
者
の
資
質
・

向
上
の
取
り
組
み

実
技
指
導
協
力
者

派
遣
事
業
の
活
用

空
手
道
指
導
書
の

手
引
き
紹
介

今
後
の
授
業
に

つ
い
て

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　

現
段
階
で
は
、
実
技
指
導
協
力
者
を

中
心
に
授
業
を
進
め
て
お
り
、
保
健
体

育
科
教
諭
は
そ
ば
に
付
き
な
が
ら
評
価

方
法
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
部
分
を
実
技
指
導
協
力
者
と

確
認
し
授
業
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
、
授
業
を
進
め
る
う
え
で
、
今

ま
で
以
上
に
実
技
指
導
協
力
者
と
の
連

携
を
大
切
に
し
、
授
業
計
画
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
形
に
つ

い
て
は
、
今
ま
で
の
団
体
形
の
発
表
か

ら
、
お
互
い
で
競
技
し
合
う
形
試
合
に

移
行
す
る
必
要
が
あ
る
。
形
試
合
を
行

う
こ
と
で
審
判
方
法
や
団
体
形
の
評
価

方
法
を
知
り
、
相
手
と
の
攻
防
を
楽
し

む
授
業
づ
く
り
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

ま
た
、
基
本
動
作
や
立
ち
方
等
の
確

認
、
自
己
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に

も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
重
要
と
な
る
。

る
。
ま
た
、
組
手
競
技
の
安
全
具
や
学

習
指
導
の
流
れ
、
学
習
指
導
計
画
も
載

っ
て
お
り
、
実
用
的
な
手
引
書
と
し
て

活
用
さ
れ
て
き
た
。

　

さ
ら
に
、「
武
道
必
修
化
」
や
「
学

習
指
導
要
領
の
改
訂
」
に
伴
い
、「
学

校
体
育
指
導
資
料　

沖
縄
県
版
学
校
体

育
に
お
け
る
空
手
指
導
書
」（
資
料
５
）

と
視
聴
覚
教
材
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
を
２
０
１

７
（
平
成
29
）
年
３
月
に
作
成
し
、
よ

り
充
実
し
た
指
導
書
に
な
り
保
健
体
育

科
教
諭
に
は
と
て
も
助
か
る
教
材
道
具

と
な
っ
て
い
る
。

　

内
容
は
、武
道
憲
章
、空
手
道
憲
章
、

歴
史
年
表
、
昭
和
初
期
の
流
派
の
流

祖
、
指
導
案
、
立
ち
方
、
受
け
、
普
及

形
Ⅰ
・
Ⅱ
、
沖
縄
の
伝
統
的
な
稽
古
法

（
約
束
三
本
組
手
）、
鍛
錬
法
（
掛
手
、

小
手
鍛
え
等
）、
沖
縄
独
特
の
空
手
用

語
（
沖
縄
方
言
）
と
意
味
「
ム
チ
ミ
、

チ
ン
ク
チ
、
ガ
マ
ク
、
ア
テ
ィ
フ
ァ
」

等
も
記
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

に
は
、
授
業
前
に
行
う
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ

ア
ッ
プ
の
紹
介
等
も
あ
り
、
授
業
に
役

立
つ
指
導
書
と
な
っ
て
い
る
。

せ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
突
き
や
受
け
の
ポ
イ
ン
ト

を
２
人
１
組
で
話
合
わ
せ
、
お
互
い
に

技
を
見
せ
合
う
こ
と
で
可
視
化
し
技
の

習
得
に
も
繋つ
な

げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
形
の
単
元
で
は
、
最
初
に
挙

動
を
前
半
部
分
と
後
半
部
分
に
分
け
、

形
の
技
の
意
味
を
理
解
さ
せ
な
が
ら
練

習
し
、
お
互
い
に
そ
れ
ぞ
れ
の
形
を
見

学
し
合
い
、
自
己
の
課
題
解
決
に
結
び

つ
け
て
い
る
。

　

沖
縄
県
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
学
校
が

「
普
及
形
Ⅰ
・
Ⅱ
」
で
構
成
さ
れ
た
授

業
を
行
っ
て
い
る
が
、
本
校
で
は
劉
衛

流
と
の
関
わ
り
が
あ
り
、
指
導
協
力
者

も
身
近
に
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で

劉
衛
流
の
「
二ニ
セ
ー
シ
ー

十
四
」
の
形
を
取
り
入

れ
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

形
の
発
表
で
は
、
７
年
生
か
ら
９
年

生
（
中
学
１
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
）

が
学
年
や
男
女
関
係
な
く
、
身
に
つ
け

た
形
の
動
作
を
基
に
協
力
し
合
っ
て

「
団
体
形
」
を
完
成
さ
せ
、
チ
ー
ム
ご

と
に
発
表
を
行
い
、
評
価
し
合
っ
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
に
授
業
内
容
を
今
後
も
充

実
さ
せ
る
た
め
に
は
、
教
職
員
の
資

質
・
向
上
に
お
け
る
積
極
的
な
取
り
組

進
め
て
い
る
。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９授
業
内
容

学
校
の
概
要

今
ま
で
の
授
業
形
態

指
導
の
難
し
さ

ま
と
め

10 11 12指
導
者
の
資
質
・

向
上
の
取
り
組
み

実
技
指
導
協
力
者

派
遣
事
業
の
活
用

空
手
道
指
導
書
の

手
引
き
紹
介

今
後
の
授
業
に

つ
い
て

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　

沖
縄
県
教
育
委
員
会
を
中
心
に
「
空

手
道
指
導
の
手
引
き
」を
１
９
９
５（
平

成
７
）
年
３
月
に
第
１
集
、
翌
年
３
月

に
第
２
集
を
作
成
し
、「
伝
統
文
化
と

し
て
の
空
手
道
を
継
承
・
発
展
さ
せ
る

た
め
、
積
極
的
に
体
育
授
業
や
学
校
行

事
に
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
、
ま
た
、

空
手
道
の
歴
史
や
特
性
を
理
解
さ
せ
る

と
と
も
に
、
技
能
を
習
得
さ
せ
児
童
生

徒
の
心
身
の
健
全
育
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
」
と
し
て
発
刊
さ
れ
、
保
健
体
育

科
教
諭
に
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
作
成

さ
れ
た
指
導
書
で
あ
る
。

　

第
１
集
に
は
、沖
縄
県
独
自
の
形「
普

及
形
Ⅰ
・
Ⅱ
」
が
掲
載
さ
れ
、
現
在
で

も
多
く
の
学
校
が
取
り
入
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
道
着
の
た
た
み
方
や
帯
の

結
び
方
、
礼
法
、
立
ち
方
、
受
け
等
も

盛
り
込
ん
だ
手
引
書
に
な
っ
て
い
る
。

　

第
２
集
で
は
、
形
を
「
二
十
四
・

十セ
ー
パ
イ

八
手
・
平ピ
ン

安ア
ン

初
段
」
と
広
げ
、
多
く

の
形
を
習
得
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

授業計画

資料４

回 時間 おもな指導内容 学習のねらい 評価

１ １ オリエンテーション
（授業の進め方、歴史）

・空手道の特性、学習内容について理解する。
・空手道の歴史や成り立ちを理解する。

・関心、意欲態度

２ ２・３ 礼法、基本動作 ・相手を尊重し、礼儀正しい姿勢で行う。
・基本動作の正しい位置を覚える。

・知識、理解

３ ４・５ 立ち方、基本動作 ・基本動作は、最も大切であることを理解する。
・立ち方の種類と意味を理解する。

・知識、理解
・技能

４ ６・７ 突き、受け、蹴り ・正しい姿勢で行い、それぞれのポイントを確
認する。

・技能

５ ８・９ 突き、受け、蹴り
形の意味、挙動を覚える

・正しい姿勢から「力」を入れる部分を確かめ、
正確に行う。

・形の意味を理解する。

・思考、判断
・関心、意欲態度

６ 10・11 形練習 ・お互い同士で形を鑑賞しあい、自己の課題を
見つける。

・関心、意欲態度

７ 12・13 形発表、競技会 ・身につけた基本動作で協力しあいチームで団
体形を完成させる。

・技能

み
と
、
生
徒
に
空
手
を
深
く
理
解
さ

せ
、
伝
統
文
化
で
あ
る
「
空
手
道
」
を

正
し
く
継
承
し
、
発
展
さ
せ
て
い
く
た

め
に
も
、
実
技
指
導
者
の
協
力
は
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９授
業
内
容

学
校
の
概
要

今
ま
で
の
授
業
形
態

指
導
の
難
し
さ

ま
と
め

10 11 12指
導
者
の
資
質
・

向
上
の
取
り
組
み

実
技
指
導
協
力
者

派
遣
事
業
の
活
用

空
手
道
指
導
書
の

手
引
き
紹
介

今
後
の
授
業
に

つ
い
て

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

「
実
技
指
導
協
力
者
派
遣
事
業
」
は
、

沖
縄
県
独
自
の
取
組
と
し
て
、
よ
り
専

門
的
な
実
技
指
導
力
を
も
っ
た
武
道
・

ダ
ン
ス
実
技
指
導
者
を
学
校
体
育
実
技

指
導
協
力
者
と
し
て
選
任
し
、
中
学
校

保
健
体
育
科
学
習
指
導
に
お
け
る
実
技

指
導
者
を
計
画
的
に
派
遣
す
る
事
業
で

あ
る
。
本
校
で
は
２
０
１
５
（
平
成

27
）
年
度
か
ら
こ
の
事
業
を
活
用
し
、

保
健
体
育
科
教
諭
と
Ｔ
Ｔ
を
組
み
な
が

ら
授
業
を
進
め
て
い
る
。

　

実
技
指
導
協
力
者
は
、
世
界
大
会
女

子
団
体
形
で
優
勝
２
回
、
準
優
勝
２
回

を
経
験
し
た
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る

松
田
由
絵
（
旧
姓
嘉
手
納
）
氏
を
派
遣

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
現
在
松
田
氏

は
、
島
内
在
住
で
あ
り
保
健
体
育
科
教

諭
と
教
材
研
究
を
行
い
な
が
ら
授
業
を座礼
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「学校体育における空手道指導書」表紙

資料５

歴史年表

約束三本組手 空手の歴史（ワークシート）

※沖縄県　「学校体育における空手道指導書」より




